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① 減塩を心がける

塩分の摂り過ぎは血圧を上げ、

腎臓に負担をかけます。だし・

香辛料・酸味を使って「薄味で

もおいしい」食事をしましょう

② こまめな水分補給

適度な水分をとることは腎臓の

働きを助けます。

心臓病やむくみがある方は医師

の指示に従いましょう

③ 適正カロリーと体重管理

太りすぎは腎臓への負担に、

やせすぎは体力低下につながり

ます。バランスの良い食事で

適正体重を保ち

ましょう

④ タンパク質は“適量”に

多すぎるタンパク質は、腎臓に

負担となり腎機能低下を早める

可能性も。量や種類は、医師や

管理栄養士と相談しましょう

⑤ カリウムの摂りすぎ注意

野菜や果物は健康によいですが

摂り過ぎると、血中カリウムが

上昇することがあります。

ゆでこぼしなどの調理法を工夫

しましょう

⑥ 適度な運動を続ける

有酸素運動＋レジスタンス運動

＋ストレッチが理想的です。

適度な運動は血圧・血糖・筋力

の改善につながります

⑦ 十分な睡眠を確保する

体の回復のために、毎日の睡眠

習慣を整えましょう。規則正し

い生活リズムを意識することが

ポイントです

⑧ 便通を整える

便秘は体調不良の原因になりま

す。食事・運動・水分を見直し

必要な時は医師に

相談を！

⑨ 禁煙・節酒

喫煙は腎臓を含む血管に悪影響。

お酒も控えめを心がけましょう。

慢性腎臓病の方へ 日常生活で大切にしていただきたい こと

慢性腎臓病（ CKD）は、日々の生活習慣を整えることで、腎臓への負担を減らし、病状の進行をゆ
るやかにすることが期待できます。ひたち腎臓病生活習慣病クリニックでは、診療の中で特に大切
にしている9つの生活指針をお伝えしています。できることから、無理なく取り入れていきましょう。



◆腎臓病について
できるだけ透析に至らないよう、食事・生活習慣・運動の見直しを指導します。
医師からは、腎臓病の進行を抑える新しいお薬を説明します。

◆高血圧・高脂血症の生活習慣病
食事指導、生活指導や運動指導を行い、自己管理の重要性を説明します。

◆糖尿病
食事指導・内服治療・インスリン・自己注射、糖尿病療養指導士による自己血糖測定
を指導し、的確な血糖管理に努めます。FreeStyleリブレなどの血糖測定機器にも
対応可能です。

◆血液・尿検査、レントゲン、心電図、超音波検査、血管年齢検査
さまざまな内科疾患の診療に対応します。

◆発 熱
新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの即時検査が可能です（隔離室で診療）。

◆フットケア外来
足の巻き爪・陥入爪、たこと魚の目など、フットケア指導士が対応します。

◆予防接種
肺炎球菌ワクチン、帯状疱疹ワクチンの任意接種が可能です。

◆サプリメント
ビタミン、鉄、アミノ酸など販売しております。

健康診断について

腎臓検診以外にも、雇用時健診や特定健診も受診可能です。
詳しくはお電話にてお問い合わせください。

健康診断や人間ドッグの結果からみる受診の目安
✓ 腎機能でeGFR60未満
✓ 尿蛋白陽性（1＋以上）
✓ 尿潜血陽性（1＋以上）
✓ 超音波検査で腎臓に異常を認める
✓ 糖尿病：HbA1cが6.5以上
✓ 高い方の血圧が150以上、低い方の血圧が100以上のいずれか
✓ 高脂血症：LDLコレステロール140以上、中性脂肪150以上のいずれか

主な診療メニュー

日立市城南町4丁目1-10（兎平南交差点） 駐車場完備

8：30～17：30

（12：00～13：00は除く）予約問合せTEL. 0294-87-6222
Web予約はここから https://clinic-tanpopo.jp/

LINE予約はここから https://lin.ee/tDbM1tn

AC JAPAN 日本腎臓財団 CM 

休診日：木曜・日曜、祝日診療あり
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